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安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
二
日
に
開
港
し
た
横
浜
は
急
進
的
な
尊
王
攘

夷
派
浪
士
に
よ
る
襲
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。
横
浜
開
港
場
に
は
商
館
が
建
ち
並

び
、
多
く
の
外
国
人
が
活
動
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

横
浜
に
お
け
る
外
国
人
殺
傷
事
件
の
頻
発
と
そ
れ
に
対
す
る
警
備
体
制
の
強

化
に
つ
い
て
は
『
横
浜
市
史
』
第
二
巻
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。（

（
（

横
浜
で

は
開
港
直
後
か
ら
ロ
シ
ア
士
官
・
水
兵
の
殺
傷
（
安
政
六
年
七
月
二
七
日
）、

フ
ラ
ン
ス
領
事
代
理
召
使
の
殺
害
（
同
年
一
〇
月
一
一
日
）、
オ
ラ
ン
ダ
船
長

の
殺
害
（
安
政
七
年
二
月
五
日
）
な
ど
が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
。
横
浜
一
〇

里
四
方
に
設
定
さ
れ
た
外
国
人
遊
歩
区
域
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
東
海
道
を
通
行
中
、
生
麦
村
（
現
鶴
見
区
）
で
薩
摩
藩
島

津
久
光
の
行
列
と
す
れ
違
っ
た
際
に
斬
殺
さ
れ
た
生
麦
事
件
（
文
久
二
年
八
月

二
一
日
）、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
少
尉
カ
ミ
ュ
が
保
土
ヶ
谷
宿
近
郊
の
井
戸
ヶ
谷

村
（
現
南
区
）
で
尊
攘
派
浪
士
に
殺
害
さ
れ
た
井
土
ヶ
谷
事
件
（
文
久
三
年
九

月
二
日
）、
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
少
佐
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
中
尉
バ
ー
ド
が
鶴
岡
八

幡
宮
付
近
で
殺
害
さ
れ
た
鎌
倉
事
件
（
元
治
元
年
一
〇
月
二
二
日
）
な
ど
が
起

こ
っ
た
。
さ
ら
に
外
国
公
使
館
が
置
か
れ
た
江
戸
で
も
公
使
館
付
通
訳
ヒ
ュ
ー

ス
ケ
ン
殺
害
事
件
（
万
延
元
年
一
二
月
五
日
）
や
東
禅
寺
事
件
（
第
一
次
は

文
久
元
年
五
月
二
八
日
、
第
二
次
は
文
久
二
年
五
月
二
九
日
）、
御
殿
山
の
イ

ギ
リ
ス
公
使
館
焼
討
事
件
（
文
久
二
年
一
二
月
一
二
日
）
な
ど
が
発
生
し
て
お

り
、（

（
（

外
国
人
殺
傷
事
件
は
深
刻
な
対
外
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
総
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
「
両
政
府
の
為
に
、
台
下
労
を
惜
ま
す

し
て
、
横
浜
に
於
て
、
暴
戻
な
る
事
を
な
し
、
且
ツ
人
を
殺
害
せ
る
両
度
犯
人

中
、
別
し
て
其
後
の
犯
人
を
速
に
追
捕
入
牢
せ
し
め
、
之
を
其
適
当
せ
る
刑
に

処
し
て
、
以
て
公
然
と
国
律
を
保
護
す
る
の
証
あ
ら
ん
こ
と
を
、
余
、
強
て
台

下
に
乞
ふ
」（

（
（

と
老
中
に
訴
え
て
い
る
（
安
政
六
年
一
〇
月
一
四
日
）。
ま
た
、

横
浜
開
港
場
の
対
岸
、
神
奈
川
宿
の
成
仏
寺
に
居
住
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
宣

教
医
へ
ボ
ン
は
生
麦
事
件
に
接
し
、「
大
き
な
変
革
の
要
素
が
作
用
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
こ
こ
の
日
本
人
な
ら
び
に
外
国
人
の
間
の
一
般
的
感
情
で
す
。

紛
争
、
戦
乱
、
転
覆
の
予
感
が
一
般
人
民
の
心
に
も
感
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

頻
繁
に
起
こ
る
外
国
人
殺
害
と
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
焦
燥
と
が
、
こ
う
し
た
感

情
を
起
こ
さ
せ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」「
わ
た
し
の
感
じ
で
は
、

問
題
は
急
速
に
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
ま
た
何
ら
か
の
外
国
の
干
渉
が
加
わ

幕
末
期
横
浜
近
郊
の
海
岸
取
締
関
係
史
料

―
外
国
人
殺
傷
事
件
へ
の
対
応
―

神
谷
　
大
介

史
料
紹
介
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る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
」（

（
（

と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
関
係
者
に
書
簡
で
綴
っ
て
い

る
（
文
久
二
年
閏
八
月
一
〇
日
）。

　

幕
府
が
国
家
の
代
表
と
し
て
十
全
な
対
応
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
、
幕
府
は
尊
攘
派
浪
士

を
取
り
締
ま
る
た
め
外
国
人
遊
歩
区
域
に
見
張
番
屋
を
設
置
し
、
関
東
取
締
出

役
を
保
土
ヶ
谷
宿
に
常
駐
さ
せ
る
横
浜
別
段
取
締
体
制
を
敷
い
た
。（

（
（

ま
た
、
開

港
場
に
は
関
門
や
木
戸
・
自
身
番
屋
を
設
置
し
、
神
奈
川
奉
行
所
の
与
力
・
同

心
た
ち
が
巡
邏
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。（

（
（

　

こ
の
よ
う
な
外
国
人
殺
傷
事
件
の
経
緯
や
幕
府
の
対
応
は
先
行
研
究
が
考
察

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
対
象
は
横
浜
開
港
場
や
外
国
人
遊
歩

区
域
に
お
け
る
陸
路
や
河
川
の
取
締
で
あ
り
、
海
岸
の
取
締
、
す
な
わ
ち
海
路

に
よ
る
襲
撃
を
い
か
に
防
ご
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
い
。（

（
（

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
横
浜
開
港
資
料
館
に
収
蔵
す
る
資
料
群
（
寄
託
資
料
を
含

む
）
の
中
か
ら
海
岸
の
取
締
に
関
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
、
幕
末
期
横
浜
の
政

治
・
社
会
状
況
を
読
み
解
く
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。（

（
（

【
凡
例
】

一　

史
料
ご
と
に
内
容
を
示
す
標
題
を
付
し
、
通
し
番
号
を
付
け
た
。

一　

史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
原
則
と
し
て
原
史
料
の
体
裁
に
従
っ
た
。

一　

字
体
は
、
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
こ
れ
を
用
い
た
。

一　

合
字
の
「
ゟ
」（
よ
り
）
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一　

史
料
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
読
点
（
、）・
並
列
点
（
・
）
を
適
宜
補
っ

　
　

た
。

一　

虫
損
・
破
損
等
に
よ
り
判
読
不
能
な
箇
所
は
文
字
数
に
応
じ
て
□
で
示
し
た
。

一　

押
印
箇
所
は
「（
印
）」
で
示
し
た
。

一　

抹
消
部
分
は
抹
消
線
（
―
）
で
示
し
、
訂
正
が
あ
る
場
合
は
行
間
に
そ
の

　
　

訂
正
文
を
付
け
た
。

一　

敬
意
を
表
す
闕
字
は
一
字
、
平
出
は
二
字
あ
け
と
し
た
。

一　

必
要
に
応
じ
て
（　

）
で
行
間
に
注
を
付
し
た
。

一　

各
史
料
の
末
尾
に
（　

）
で
出
典
お
よ
び
形
状
を
示
し
た
。

 

【
史
料
１
】
海
陸
取
締
と
村
々
（
安
政
七
［
万
延
元
］
年
二
月
よ
り
）

　
　
「（

表
紙
）

 　
　

万
延
元
庚
申
年
二
月
日

　
　
　
　

海
陸
御
取
締
被　

仰
渡
候
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
久
良
岐
郡
磯
子
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

磯 

右 

衛 

門
（
印
）」

　
　
　
　

覚

○
万
延
元
庚
申
年
二
月
中
保
土
ヶ
谷
宿
室
崎
屋
ニ
お
ゐ
て
御
取
締
厳
重
被　

仰

　

渡
、
異
変
之
節
者
川
井
ノ
辻
江
可
相
詰
旨
是
亦
被　

仰
付
一
同
奉
畏
候

　
　

関
東
御
取
締

　
　
　

御
出
役

　
　
　
　

石  

井  

鑵 

之 

助
様　

　
　
　
　

吉　

岡　

静　

助
様　
　
　

御
三
人
ニ
て

　
　
　
　

中　

川　

弥　

市
様　
　
　

被　

仰
渡
候
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覚

一
同
年
三
月
十
五
日
右
同
断
□（

御
）旅

宿
ニ
お
ゐ
て
前
書
御
三
人
ニ
て
海
岸
筋
厳
重

　

御
見
廻
り
被　

仰
附
御
請
書
奉
差
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
岸
九
ヶ
村
惣
代
与
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小（
代
官
）林

藤
之
助
当
分
御
預
り
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
久
良
岐
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
方
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

茂 

右 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
御
預
り
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
州
同
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

勘　
　
　

蔵
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
御
預
り
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
州
同
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
岸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

伝 

右 

衛 
門
印

　
　

関
東
御
取
締

　
　
　

御
出
役

　
　
　
　

石 

井 

鑵 

之 

助
様

　
　
　
　

吉　

岡　

静　

助
様

　
　
　
　

中　

川　

孫　

市
様

　
　
　
　
　

別
紙
海
岸
見
廻
り
手
当
金

　
　
　
　
　

北
方
村
ゟ
本
牧
村
迄　
　
　
　
　

拾
人

　
　
　
　
　

根
岸
村
ゟ
瀧
頭
村
・
磯
子
村
迄　

拾
人

　
　
　
　
　

森
三
ヶ
村
ゟ
杉
田
村
迄　
　
　
　

拾
人

　
　
　
　

覚

一
同
年
七
月
廿
六
日
御
出
役
様
御
廻
村
被
遊
候

　
　

関
東
御
取
締

　
　
　

御
出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村
ゟ
森
村
江

　
　
　
　

関　
　
畝　
四　
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯 

右 

衛 

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和 

左 

衛 

門

　
　
　
　

覚

一
同
年
十
一
月
十
二
日
浪
人
体
之
者
横
浜
江
乱
入
仕
候
風
聞
有
之
候
ニ
付
村
々

江
船
ニ
て
異
形
之
荷
物
相
廻
り
候
哉
難
計
、
山
野
堂
宮
寺
共
御
調
之
上
并
ニ

船
持
名
前
共
可
書
上
旨
本
牧
村
ゟ
御
触
状
ニ
而
藤
左
衛
門
殿
方
ニ
而
被　

仰

渡
候

　
　

神
奈
川

　
　

御
奉
行
所
様
御
支
配

　
　
　

定
廻
り

　
　
　
　

山
崎
民
右
衛
門
様
よ
り

　

右
ニ
付
同
十
三
日
御
調
書　
　
　
　
　
　

磯
子
村　

年
寄

　

奉
差
上
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯 

右 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源 

左 

衛 

門
印
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同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦 

右 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
（
主
脱
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　
　
　

助
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　

覚

一
文
久
元
辛
酉
年
二
月　

日

　

御
代
官
様
ゟ
北
方
村
・
本
牧
村
・
根
岸
村
江
海
岸
御
取
締
り
向
厳
重
被　

仰

渡
則
根
岸
村
ゟ
左
之
御
方
様
江
御
請
書
奉
差
上
候

　
　

御
代
官
小
林
藤
之
助
様

　
　
　

御
手
附

　
　
　
　

平  

野  

丈  

助
様

　
　
　
　

覚

一
同
年
三
月
二
日
戸
塚
宿
ニ
お
ゐ
て
御
出
役
様
よ
り
海
岸
見
廻
り
厳
重
被　

仰

渡
御
請
書
奉
差
上
候

　
　

関
東
御
取
締　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村

　
　
　

御
出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　

石
井
鑵
之
助
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　

覚

一
同
年
五
月
廿
九
日
本
牧
村
名
主
藤
左
衛
門
殿
宅
ニ
お
ゐ
て
海
岸
御
取
締
厳
重

被　

仰
渡
則
御
請
書
奉
差
上
候

　
　

神
奈
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村

　
　
　

御
奉
行
所
様
御
支
配　

   　
　
　
　
　
　

   　

名
主

　
　
　
　

定
廻
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　
　

荒
川
五
良（

郎
）三

郎
様

　
　
　
　

覚

一
同
年
六
月
日
高
輪
東
禅
寺
江
浪
人
乱
入
ニ
付
海
陸
共
厳
重
被　

仰
渡
則
御
請

書
奉
差
上
候

　
　

神
奈
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村

　
　
　

御
奉
行
所
様
御
支
配　

   　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代

　
　
　
　

定
廻
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　
　

荒
川
五
良（

郎
）三

郎
様　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦 

右 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　

覚

一
同
年
六
月
十
二
日
浪
人
体
之
者
下
総
辺
ゟ
乗
船
ニ
而
徘
徊
い
た
し
候
様
子
ニ

而
海
岸
見
張
厳
重
ニ
被　

仰
渡
、
但
シ
御
出
役
様
金
沢
東
や
安
右
衛
門
宅
ニ

て
被
仰
渡
御
請
書
奉
差
上
候

　
　

関
東
御
取
締　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉 

田 

村

　
　
　

御
出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
三
ヶ
村
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駒
崎
清
五
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯 

子 

村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧 

頭 

村　

名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根 

岸 

村　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本 

郷 

村

　
　
　
　

覚

一
文
久
元
辛
酉
六
月
廿
日
海
岸
見
廻
り

　
　

神
奈
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村
ゟ

　
　

御
奉
行
所
様
支
配　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
方
村
迄

　
　
　

定
廻
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
廻
り
案
内
磯
子
村

　
　
　
　

神 

田 

元 

三 

郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
（
主
脱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　
　
　

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
（
寄
脱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯 
右 
衛 

門

　
　
　
　

覚

一
同
年
六
月
廿
三
日
浪
人
体
之
も
の
諸
職
人
又
者
商
人
体
ニ
紛
当
辺
江
入
込
又

者
海
上
船
ニ
而
押
来
べ
く
趣
ニ
而
御
取
締
方
厳
重
被　

仰
渡
則
御
請
書
奉
差

上
候

　
　

神
奈
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北 

方 

村

　
　
　

御
奉
行
所
様
御
支
配　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本 

牧 

村

　
　
　
　

定
廻
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根 

岸 

村

　
　
　
　
　

斎 

藤 

金 

左 

衛 

門
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧 

頭 

村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯 

子 

村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
三
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
連
印

　　
　
　
　

覚

一
同
酉
六
月
廿
七
日
御
出
役
様
村
々
御
廻
村

　
　

関
東
御
取
締　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村
よ
り

　
　
　

御
出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
村
江
案
内

　
　
　
　

関 

口 

斧 

四 

郎
様　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

大　
　
　

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

磯 

右 

衛 

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

彦 

右 

衛 

門

　
　
　
　

覚

一
同
七
月
八
日
御
出
役
様
村
々
御
廻
村

　
　

関
東
御
取
締

　
　
　

御
出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
同
断
案
内

　
　
　
　

林　

咲 

右 

衛 

門
様　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

平 

左 

衛 

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭　

源 

左 

衛 

門

　
　
　
　

覚

一
辛
酉
年
八
月
十
九
日
御
取
締
御
出
役
様
之
分
計
り
右
之
通
り
書
上
申
候

　
　

但
し

　
　

関
東
御
取
締　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
子
村

　
　
　

御
出
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
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重　

田　

孝　

一
様
江
出
ス　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門
印

　
　
「（

裏
表
紙
）

　
　
　
（
割
印
）　　
　
（
割
印
）」

（「
海
陸
御
取
締
被　

仰
渡
候
控
」
横
浜
開
港
資
料
館
寄
託
堤
真
和
家
文
書　

第
一
回
調
査
六
〇
四　

竪
帳
）

［
解
説
１
］

　

関
東
取
締
出
役
や
神
奈
川
奉
行
所
は
横
浜
開
港
場
周
辺
村
々
に
尊
攘
派
浪
士

の
取
締
を
命
じ
、
巡
邏
の
た
め
し
ば
し
ば
廻
村
し
た
。
本
史
料
は
そ
う
し
た
陸

路
・
海
路
の
取
締
に
関
す
る
覚
書
を
武
蔵
国
久
良
岐
郡
磯
子
村
（
現
磯
子
区
）

年
寄
堤
磯
右
衛
門
が
ま
と
め
た
控
書
で
あ
る
。
作
成
年
代
は
判
然
と
し
な
い
が
、

収
載
さ
れ
た
覚
書
の
日
付
の
下
限
で
あ
る
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月
一
九

日
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

　

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
に
オ
ラ
ン
ダ
船
長
デ
・
フ
ォ
ス
と
商
人
デ
ッ

ケ
ル
が
横
浜
開
港
場
内
の
日
本
人
町
で
殺
害
さ
れ
た
。
本
史
料
は
保
土
ヶ
谷
宿

室
崎
屋
に
詰
め
て
い
た
関
東
取
締
出
役
が
異
変
時
の
動
員
を
命
じ
た
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
こ
の
月
以
降
、
同
宿
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
関
東
取
締
出
役

は
村
々
に
対
し
て
海
岸
見
廻
り
を
命
じ
た
。
本
史
料
に
記
載
さ
れ
る
北
方
・
本

牧
・
根
岸
・
瀧
頭
・
磯
子
・
森
三
か
村
（
森
公
田
・
森
中
原
・
森
雑
色
）・
杉

田
村
は
い
ず
れ
も
横
浜
開
港
場
以
南
の
沿
岸
（
現
中
区
・
磯
子
区
）
に
位
置
す

る
保
土
ヶ
谷
宿
組
合
の
村
々
で
あ
る
。
保
土
ヶ
谷
宿
組
合
は
、
文
政
一
〇
年

（
一
八
二
七
）
二
月
に
幕
府
が
関
東
八
か
国
を
対
象
に
編
成
し
た
村
連
合
（
寄

場
組
合
・
改
革
組
合
）
の
一
つ
で
、
幕
府
領
・
大
名
領
・
旗
本
領
・
寺
領
・

社
領
な
ど
の
支
配
領
域
を
区
別
せ
ず
、
村
々
を
取
り
締
ま
る
役
割
を
担
っ
た
。

寄
場
組
合
で
は
近
隣
五
、六
か
村
を
小
組
合
と
し
て
小
惣
代
を
置
き
、
さ
ら
に

一
〇
組
前
後
の
小
組
合
を
ま
と
め
て
大
組
合
を
編
成
、
大
惣
代
を
置
い
た
。

　

保
土
ヶ
谷
宿
組
合
の
村
々
は
外
国
人
遊
歩
区
域
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

横
浜
開
港
場
の
運
営
、
貿
易
実
務
を
担
っ
た
神
奈
川
奉
行
所
の
取
締
範
囲
と
も

重
な
っ
て
お
り
、
関
東
取
締
出
役
・
神
奈
川
奉
行
所
、
さ
ら
に
は
代
官
小
林
藤

之
助
（
北
方
・
本
牧
・
根
岸
村
は
代
官
の
当
分
預
所
）
ら
に
よ
る
重
層
的
な
海

岸
の
取
締
の
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
。

　

幕
府
は
東
海
道
や
中
原
街
道
、
矢
倉
沢
往
還
な
ど
の
主
要
な
街
道
、
六
郷
川

な
ど
の
河
川
を
は
じ
め
、
陸
上
・
河
川
交
通
か
ら
外
れ
る
横
浜
開
港
場
後
背
（
南

側
）
の
沿
岸
部
に
も
警
備
網
を
広
げ
、
尊
攘
派
浪
士
の
襲
撃
に
備
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

【
史
料
２
】
渡
船
・
不
審
船
の
取
締
（
安
政
七
年
三
月
）

　
　
　
　

奉
差
上
御
請
書
之
事

一
今
般
横
浜
表
御
取
締
向
厳
重
ニ
被　

仰
出
候
ニ
付
私
共
村
方
之
義
者
海
岸
ニ

付
別
段
御
取
締
向
被　

仰
渡
承
知
奉
畏
候
、
村
方
之
義
猟
師
共
昼
夜
共
他
所

出
不
仕
、
村
下
而
已
ニ
而
相
稼
罷
在
候
ニ
付
、
村
役
人
不
及
申
上
、
漁
師
共

一
同
ニ
御
趣
意
之
趣
厚
相
弁
候
様
申
付
置
、
村
下
ゟ
渡
船
者
勿
論
、
他
所
之

船
村
下
江
碇
泊
り
等
仕
候
ハ
ヽ
早
速
相
糺
、
怪
敷
様
子
相
見
へ
候
ハ
ヽ
早
々

寄
場
最
寄
大
小
惣
代
江
可
申
立
、
異
変
之
御
沙
汰
有
之
候
節
ハ
勿
論
、
平
日
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迚
茂
村
役
人
共
村
々
見
廻
り
、
御
取
締
方
厳
重
行
届
候
様
可
仕
候
、
依
之
一

同
連
印
御
請
書
奉
差
上
候
処
如
件

　
　

安
政
七
庚
申
年

　
　
　

三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
藤
之
助
当
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
預
ケ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
久
良
岐
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
方
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

茂 

右 

衛 

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
預
り
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
州
同
郡
本
牧
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

勘　
　
　

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
預
り
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
州
同
郡
根
岸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

伝 
右 
衛 
門

　
　

関
東
御
取
締
出
役

　
　
　

吉  

岡  

静  

助
様

　
　
　

石 

井 

鑵 

之 

助
様

　
　
　

中  

川  

孫  

市
様

（「
三
ヶ
村
海
岸
順
見
日
記
」
横
浜
開
港
資
料
館
寄
託
堤
真
和
家
文
書　

第
一

　

回
調
査
五
九
四　

横
帳
）

［
解
説
２
］

　

代
官
小
林
藤
之
助
当
分
預
所
の
北
方
・
本
牧
・
根
岸
村
（
以
上
、
現
中
区
）

が
関
東
取
締
出
役
に
出
し
た
請
書
を
堤
磯
右
衛
門
が
写
し
取
っ
た
も
の
。
安
政

七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
三
日
に
発
生
し
た
大
老
井
伊
直
弼
の
殺
害
事
件
（
桜

田
門
外
の
変
）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
事
件
後
、
襲
撃
し
た
水
戸
浪
士
の
一
部
は

行
方
を
眩
ま
せ
て
お
り
、
幕
府
は
探
索
範
囲
を
海
路
に
ま
で
広
げ
て
い
た
。

　

関
東
取
締
出
役
は
村
か
ら
の
渡
船
、
他
所
の
船
の
停
泊
に
際
し
て
不
審
な
点

が
あ
れ
ば
最
寄
り
の
大
小
惣
代
に
報
告
す
る
こ
と
、
村
役
人
が
平
時
・
非
常
時

と
も
に
村
々
を
見
廻
り
、
取
締
を
厳
重
に
行
う
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

　

冒
頭
に
「
私
共
村
方
之
義
者
海
岸
ニ
付
別
段
御
取
締
向
被　

仰
渡
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
海
岸
の
取
締
が
陸
上
の
取
締
と
は
異
な
る
、「
別
段
」
の
体
制
で
あ
っ

た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
３
】
東
禅
寺
事
件
の
風
聞
（
文
久
元
年
九
月
）

　
　
「（

表
紙
）

　
　
　

  

文
久
元
辛
酉
年

　
　
　
　
　

夢
の
渡
船
場

　
　
　
　
　
　

九
月
廿
六
日
夜
高
輪
東
禅
寺
之
物
語
り
」

　
　
　
　

覚

文
久
元
辛
酉
年
五
月
廿
七
日
下
総
国
登
戸
出
帆
い
た
し
同
廿
八
日
夜
亥
下
刻
頃

高
輪
東
禅
寺
ニ
異
人
滞
在
仕
候
処
江
打
入
候
諸
浪
人
名
前
者
生
捕
ニ
相
成
候
、

榊
越（

鉞
）三

郎
白
状
致
し
候
与
見
て
相
覚
候
次
第
左
之
通
り

　
　

出
奔　
　
　
　
　
　
　

有   

賀   

半   

弥

　
　

品
川
宿　
　
　
　
　
　

前 

木 

新 

八 

郎

　
　

と
ら
や
ニ
而
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切
腹

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

岡 

見 

留 

次 

郎

　
　

出
奔　
　
　
　
　
　
　

森　

  

半　

  

蔵

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

矢 

沢 

金 

之 

助

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

古 

川 

主 

馬 

之 

介

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

山 

崎 

信 

之 

介

　
　

出
奔　
　
　
　
　
　
　

黒   

沢   

五   

郎

　
　

品
川
宿　
　
　
　
　
　

中   
村   

奥   

助

　
　

と
ら
や
ニ
而

　
　
　
　
　

切
腹

　
　

生
捕　
　
　
　
　
　
　

今 

井 

金 

四 
郎

　
　

山
名
様
江

　
　
　
　

預
ヶ

　
　

東
禅
寺　
　
　
　
　
　

木 

村 

幸 

之 

介

　
　

表
門
ニ
而

　
　
　

切
腹

　
　

生
捕　
　
　
　
　
　
　

榊　

  

越（
鉞
）  

三  

郎

　
　

生
駒
様
江

　
　
　
　

預
ヶ

　
　

拾
八
才

　
　

疵
所
十
九
ヶ
所

　
　

御
用　
　
　
　
　
　
　

渡   

辺   

剛   

蔵

　
　

出
役
肝
煎

　
　

天
野
岩
次
郎

　
　

山
門
ニ
而
差
殺

　
　

和
泉
守
様　
　
　
　
　

小   

堀   

乕   

吉

　
　

陣
屋
ニ
而

　
　
　
　

自
害

　
　

〆
拾
四
人

御
出
役
手
負
性
名

　
　

深
手　
　
　
　
　
　
　

天 

野 

岩 

次 

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河   

野   

貫   

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北 

条 

薫 

次 

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中 

尾 

勇 

太 

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今 

井 

善 

十 

郎

　
　

第
一
番　
　
　
　
　
　

江   

幡   

吉   

平

　
　

防
戦
打
死　
　
　
　
　

柘   

植   

鉄   

吉

　
　
　
　

〆

異
人
弐
人
薄
手
、
別
当
壱
人
即
死
、
小
遣
壱
人
即
死　
　

御
固
メ
大
名
衆
家
来

弐
人
即
死
、
此
外
手
疵
負
候
も
の
数
不
知

　
　

御
固
メ

　
　
　

御
大
名
衆

　
　
　
　

松（
郡
山
藩
主
）

平
時
之
助
様

　
　
　
　

松（
西
尾
藩
主
）

平
和
泉
守
様

右
東
禅
寺
一
件
之
義
者
松
平
和
泉
守
様
非
番
ニ
相
成
同
時
之
助
様
御
懸
り
ニ
而

防
戦
仕
候
、
尤
浪
人
共
者
下
総
国
登
戸
ゟ
乗
船
い
た
し
夫
ゟ
鈴
ヶ
森
下
江
風
様

ニ
よ
つ
て
着
船
仕
候
節
、
船
頭
沖
合
江
碇
を
お
ろ
し
候
を
乗
合
道
具
や
体
之
者
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大
小
を
打
込
、
都
合
拾
四
人
帯
刀
い
た
し
押
而
陸
地
江
上
り
、
夫
よ
り
高
輪
東

禅
寺
江
忍
入
候
ニ
付
、
松
平
時
之
助
様
御
家
来
衆
駈
付
防
戦
仕
候
へ
共
、
諸
浪

人
目
印
白
鉢
巻
ニ
白
た
す
き
又
時
之
助
様
御
家
来
衆
も
同
断
目
印
ニ
付
、
双
方

行
違
ニ
而
手
負
数
多
之
由
、
其
節
異
人
者
敵
味
方
ニ
不
限
小
高
キ
処
江
上
り
声

を
目
当
ニ
鉄
炮
を
打
候
ニ
付
騒
動
大
方
な
ら
す
与
風
聞
の
如
く
夢
の
如
く
相
覚

候右
前
々
総
州
登
戸
渡
船
場
見
張
之
前
を
侍
壱
人
通
行
、
其
節
右
侍
我
等　

水
戸

之
家
来　

小
野
間
源
七
郎　

と
申
テ
行
過
候
ニ
付
其
由　
　

佐
倉
様
御
家
来
衆

之
御
改
メ
ニ
相
成
、
夫
よ
り
御
上
屋
敷
江
御
訴
、
夫
よ
り
御
老
中
御
用
番
江
申

出
、
夫
よ
り
水
戸
家
御
上
屋
敷
江
問
合
セ
、
夫
よ
り
御
国
江
御
調
ニ
相
成
候
処
、

全
水
戸
家
之
家
来
ニ
紛
無
之
趣
、
調
方
三
十
六
日
目
ニ
行
届
ケ
右
源
七
郎
殿
無

滞
帰
国
被
致
候
由

御
調
中
逗
留
宿
や
ハ
登
戸
ニ
而　

菓
子
や
ト
云

（「
夢
の
渡
船
場
」
横
浜
開
港
資
料
館
寄
託
堤
真
和
家
文
書　

第
一
回
調
査

　

六
三
一
―
二　

横
帳
）

［
解
説
３
］

　

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
二
八
日
、
有
賀
半
弥
ら
水
戸
浪
士
一
四
人
が

江
戸
高
輪
（
現
東
京
都
港
区
）
東
禅
寺
の
イ
ギ
リ
ス
仮
公
使
館
を
襲
撃
す
る
事

件
が
起
こ
っ
た
（
第
一
次
東
禅
寺
事
件
）。
東
禅
寺
に
滞
在
し
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
書
記
官
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
と
長
崎

駐
在
領
事
モ
リ
ソ
ン
が
負
傷
し
た
。

　

本
史
料
の
作
成
者
、
堤
家
に
伝
来
し
た
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
が
、
海
岸
の

取
締
に
関
与
す
る
磯
子
村
年
寄
で
あ
っ
た
堤
磯
右
衛
門
が
参
考
の
た
め
記
録
あ

る
い
は
入
手
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
史
料
に
よ
れ
ば
、
水
戸
浪
士
は
事
件
前
夜
の
二
七
日
、
登
戸
（
現
千
葉
県

千
葉
市
）
か
ら
乗
船
し
、
風
向
き
の
都
合
で
鈴
ヶ
森
（
現
東
京
都
品
川
区
）
に

着
船
、
強
引
に
上
陸
し
、
東
禅
寺
に
忍
び
込
ん
だ
と
い
う
。
当
日
の
外
国
人
警

備
を
担
当
し
て
い
た
郡
山
藩
士
が
駆
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
同
藩
士
と
水
戸
浪
士

は
と
も
に
白
鉢
巻
・
白
た
す
き
と
い
う
装
備
で
あ
っ
た
た
め
、
敵
味
方
の
識
別

が
で
き
ず
乱
戦
と
な
っ
た
。
外
国
人
も
丘
の
上
か
ら
声
の
聞
こ
え
る
方
角
に
鉄

砲
を
打
ち
込
ん
だ
。
水
戸
浪
士
の
う
ち
渡
辺
剛
蔵
は
外
国
人
の
警
備
に
当
た
っ

て
い
た
天
野
岩
次
郎
に
殺
害
、
襲
撃
後
に
は
岡
見
留
次
郎
ら
四
名
が
切
腹
・
自

害
、
有
賀
半
弥
ら
六
名
は
逃
亡
し
た
と
あ
る
。
出
奔
・
切
腹
・
自
害
・
生
捕
な

ど
の
状
況
は
史
料
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
事
件
後
ど
の
よ
う
な
事
態

が
生
じ
る
か
不
透
明
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

文
末
に
は
登
戸
の
渡
船
場
見
張
小
屋
で
検
閲
を
受
け
た
小
野
間
源
七
郎
の
一

件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
水
戸
藩
士
を
名
乗
る
小
野
間
に
つ
い
て
、
取
り
調
べ
を

行
っ
た
佐
倉
藩
士
か
ら
水
戸
藩
上
屋
敷
、
老
中
御
用
番
へ
と
報
告
が
上
が
り
、

国
元
に
ま
で
問
合
せ
が
及
ん
だ
末
、
よ
う
や
く
水
戸
藩
士
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。
取
調
に
は
三
六
日
を
要
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
小
野
間
は
登
戸
の
菓

子
屋
と
い
う
宿
屋
に
逗
留
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
と
え
事
件
性
は
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
取
調
に
相
当
の
労
力
を
要
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

水
戸
浪
士
た
ち
は
登
戸
か
ら
鈴
ヶ
森
ま
で
海
路
で
移
動
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
点
を
鑑
み
て
も
幕
府
は
海
路
に
よ
る
横
浜
開
港
場
襲
撃
を
脅
威
に
感
じ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
史
料
１
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
翌
二
九
日
に
神
奈
川
奉

行
所
定
廻
り
荒
川
五
郎
三
郎
が
海
岸
の
取
締
を
厳
重
に
行
う
よ
う
磯
子
村
に
命

じ
て
い
る
。
江
戸
と
横
浜
の
情
勢
は
密
接
に
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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【
史
料
４
】
便
船
取
締
と
海
岸
見
廻
り
（
文
久
元
年
九
月
）

　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
今
般
海
岸
并
ニ
川
筋
其
外
為
御
取
締
被
遊
御
廻
村
候
処
、
海
岸
附
御
取
締
向

之
儀
者
兼
而
被　

仰
渡
御
座
候
儀
ニ
者
候
得
共
、
猶
厳
重
相
守
、
荷
船
運
送

或
者
漁
業
渡
世
致
し
候
も
の
共
、
万
一
不
見
知
も
の
、
又
者
仮
令
懇
意
之
も

の
ニ
候
ハ（

マ
マ
）ヽ江

戸
者
勿
論
、
其
外
共
都
而
便
船
等
為
致
候
儀
一
切
難
相
成
り
、

且
海
岸
地
先
之
儀
も
時
々
無
油
断
見
廻
り
、
不
見
知
も
の
乗
船
漕
寄
来
候
与

も
決
而
上
陸
不
為
致
、
強
而
上
陸
い
た
し
候
歟
、
風
俗
不
宜
も
の
ニ
候
ハ
ヽ

速
ニ
捕
押
置
其
筋
又
者
最
寄
御
廻
村
之
関
東
御
取
締
御
出
役
衆
江
申
取
、
御

差
図
受
、
御
取
締
之
儀
厳
重
相
心
得
、
小
前
末
々
之
も
の
共
江
者
村
役
人
共

ゟ
為
申
聞
、
不
取
締
無
之
様
可
仕
旨
被
仰
渡
之
趣
一
同
承
知
奉
畏
候
、
若
相

背
候
ハ
ヽ
御
科
可
被
仰
付
、
仍
而
御
受
証
文
差
上
申
処
如
件

　
　

文
久
元
酉
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
牧
本
郷
村

　
　
　
　

九
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　

神
奈
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
郎
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　

御
定
廻
り

　
　
　
　
　
　
　

荒
川
五
郎
三
郎
様

（「
差
上
申
一
札
之
事
」
横
浜
開
港
資
料
館
寄
託
佐
藤
安
弘
家
文
書　

追
加
・

　

二
―
一
四　

状
）

［
解
説
４
］

　

武
蔵
国
久
良
岐
郡
本
牧
本
郷
村
（
現
中
区
）
の
名
主
を
務
め
た
佐
藤
家
の
文

書
記
録
類
（
佐
藤
安
弘
家
文
書
）
に
残
さ
れ
た
受
証
文
の
控
え
。

　

本
牧
本
郷
村
が
命
じ
ら
れ
た
内
容
は
、「
海
岸
附
御
取
締
」
を
一
層
厳
守
し
、

面
識
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
便
船
な
ど
を
禁
止
し
、
海
岸
を
見
廻
り
、
面
識
の

な
い
者
が
乗
船
し
て
い
た
場
合
は
上
陸
さ
せ
ず
、
強
引
に
上
陸
し
た
り
、
怪
し

い
風
貌
の
者
で
あ
れ
ば
捕
縛
し
、
神
奈
川
奉
行
所
か
関
東
取
締
出
役
に
報
告
し

て
指
示
を
仰
ぐ
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

神
奈
川
奉
行
所
と
関
東
取
締
出
役
が
と
も
に
海
岸
の
取
締
に
関
与
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
。

【
史
料
５
】
坂
下
門
外
の
変
と
海
岸
取
締
（
文
久
二
年
正
月
）

一
壬
戌
年
正
月
十
六
日

　
　

大
急　

御
用
向

以
御
用
状
申
入
候
、
然
者
今
朝
重
キ
御
役
人
御
登
城
之
処
、
坂
下
辺
ニ
而
流
人

体
之
者
多
人
数
狼
藉
い
た
し
候
ニ
付
、
五
人
程
討
留
候
儀
御
達
有
之
、
其
節
逃

去
候
も
の
共
当
港
江
立
廻
り
乱
妨
可
致
も
難
計
候
間
、
其
持
場
海
岸
向
取
締
方

厳
重
相
心
得
、
疑
敷
者
立
廻
り
候
ハ
ヽ
大
急
注
進
可
被
致
候
、
右
者
申
進
度
如

斯
候
、
以
上

　
　

壬
戌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
奉
行
支
配
定
廻
り

　
　

正
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎 

藤 

金 

左 

衛 

門
印

　
　
　

子
上
刻
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
取
締
掛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大   

川   

艦   

三
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸  

山  

錠  

三  

郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
方
村
夫
よ
り
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海
岸
筋
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴
村
迄　

右
役
人
中

尚
以
早
々
探
索
之
上
請
書
可
被
差
越
、
尤
其
持
場
ニ
て
無
遅
滞
取
調

方
厳
重
可
被
申
付
候
、
且
此
触
書
追
而
留
り
村
ゟ
返
脚（

却
）可

被
下
候
、

且
海
岸
筋
取
締
方
相
心
得
可
被
申
候

　
　
　

右
壬
戌
正
月
十
六
日
辰
上
刻
当
浦
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
村
江
継　

藤 

左 

衛 

門
印

一
右
戻
り
小
柴
村
名
主
平
右
衛
門
殿
添
書
付
正
月
十
六
日
戌
下
刻
当
村
江
森
村

　

ゟ
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
頭
村
江
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤 

左 

衛 

門
印

（「
浦
触
御
用
留
」
横
浜
開
港
資
料
館
寄
託
堤
真
和
家
文
書　

第
一
回
調
査

六
五
三　

竪
帳
）

［
解
説
５
］

　

磯
子
村
年
寄
堤
家
伝
来
の
「
浦
触
御
用
留
」
に
収
載
さ
れ
た
御
用
状
の
写
。

坂
下
門
外
の
変
に
関
す
る
神
奈
川
奉
行
所
（
定
廻
り
・
市
在
取
締
掛
）
か
ら
の

御
用
状
（
浦
触
）
を
磯
子
村
が
写
し
取
っ
た
も
の
。「
浦
触
」
と
は
支
配
領
域

を
越
え
て
沿
岸
部
の
村
（
浦
・
海
岸
付
）
に
廻
達
さ
れ
る
触
書
の
こ
と
で
あ
る
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
一
五
日
朝
、
江
戸
城
坂
下
門
付
近
に
お
い
て

水
戸
浪
士
が
登
城
中
の
老
中
安
藤
信
正
を
襲
撃
し
、
手
傷
を
負
わ
せ
る
事
件
が

起
こ
っ
た
（
坂
下
門
外
の
変
）。
本
史
料
に
よ
れ
ば
、
水
戸
浪
士
を
「
五
人
程

討
留
」
め
た
と
あ
る
が
、
襲
撃
時
に
死
亡
し
た
実
際
の
人
数
は
六
名
で
あ
る
。

襲
撃
に
及
ん
だ
浪
士
た
ち
の
規
模
や
動
向
な
ど
を
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ

た
幕
府
は
海
路
に
よ
る
横
浜
開
港
場
襲
撃
を
警
戒
し
た
。
そ
こ
で
神
奈
川
奉
行

所
は
海
岸
の
取
締
を
強
化
す
る
た
め
、
不
審
者
を
発
見
次
第
、
至
急
報
告
す
る

よ
う
に
と
北
方
村
（
現
中
区
）
か
ら
小
柴
村
（
現
金
沢
区
）
ま
で
の
沿
岸
村
々

に
命
じ
た
。
海
岸
の
取
締
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
て
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

神
奈
川
奉
行
所
か
ら
の
御
用
状
が
磯
子
村
に
届
い
た
の
は
翌
一
六
日
の
こ
と

で
、
こ
の
日
の
う
ち
に
御
用
状
は
小
柴
村
（
留
り
村
）
ま
で
回
り
、
磯
子
村
に

戻
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
磯
子
村
は
御
用
状
を
瀧
頭
村
へ
と
継
い
で
い
っ
た
。

【
史
料
６
】 

森
公
田
村
に
お
け
る
浪
人
体
の
者
宿
泊
一
件
（
元
治
元
年
四
月
）

　
　
　
　

乍
恐
以
書
附
御
歎
願
奉
申
上
候

一
武
州
久
良
岐
郡
森
村
大
久
保
甚
四
郎
知
行
所
名
主
平
左
衛
門
奉
申
上
候
、
当

月
廿
六
日
夜
六
ッ
半
時
頃
、
浪
人
体
之
も
の
三
人
外
十
四
才
位
之
男
子
壱
人
、

十
一
才
位
同
壱
人
、
女
弐
人
、
都
合
七
人
連
ニ
而
参
り
、
行
暮
候
ニ
付
止
宿

為
致
呉
候
様
申
聞
候
処
、
其
節
私
義
他
行
罷
有
、
家
内
も
の
止
宿
之
義
者
難

相
成
段
申
断
候
処
、
前
書
も
の
共
申
聞
候
ニ
ハ
、
今
日
行
暮
候
間
、
且
足
病

相
悩
候
も
の
も
有
之
、
雨
天
ニ
而
甚
難
渋
仕
候
間
、
是
悲（

非
）止

宿
為
致
呉
候
様

恐
歎
相
縫（

カ
）り

相
歎
候
ニ
付
、
女
子
供
連
之
も
の
ニ
而
難
渋
之
由
ニ
も
相
見
、

家
内
之
も
の
女
之
義
故
無
何
心
不
便（

憫
）ニ

も
相
存
、
私
留
守
中
之
処
止
宿
相
免
、

当
村
地
蔵
堂
ニ
止
宿
為
致
候
段
、
私
義
昨
廿
八
日
帰
宅
仕
、
其
段
承
り
兼
而

厳
重
被　

仰
渡
も
有
之
候
ニ
付
、
以
之
外
義
故
驚
入
早
速
其
段
御
訴
可
申
上

与
奉
存
罷
立
候
処
、　　

御
番
所
附
御
役
人
衆
中
様
海
岸
御
取
締
御
廻
村
之

折
柄
其
段
入
御
聴
ニ
御
調
を
請
始
末
柄
言
上
仕
候
処
、
御
持（

時
）節

柄
村
々
兼
而
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御
触
面
も
御
座
候
処
無
之
弁
も
止
宿
為
仕
候
段
不
埒
之
義
蒙　

御
利
解
重
々

奉
恐
入
候
、
就
而
者
右
浪
人
体
之
も
の
共
義
者
今
朝
早
速
追
払
申
候
間
、
何

卒
御
慈
悲
を
以
右
止
宿
為
致
候
段
、
不
束
之
始
末
御
有（

宥
）免

被
成
下
置
候
様
御

聞
済
之
程
一
同
偏
ニ
御
歎
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　

元
治
元
子
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
州
久
良
岐
郡
森
村

　
　
　

四
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清 

右 

衛 

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清   

三   

郎

　
　
　

横
浜

　
　
　

御
番
所
附

　
　
　
　

御
役
人
衆
中
様

右
者
山
一
番
御
見
張
役
所
江
上
候
也
控

（「
乍
恐
以
書
附
御
歎
願
奉
申
上
候
」
横
浜
開
港
資
料
館
斉
藤
清
四
郎
家
文
書

　

複
製
本　

支
配
―
状
一
二　

状
）

［
解
説
６
］

  

武
蔵
国
久
良
岐
郡
森
公
田
村
（
現
磯
子
区
）
の
村
役
人
を
務
め
た
斉
藤
家
に

伝
来
し
た
史
料
の
一
つ
。
森
公
田
村
名
主
平
左
衛
門
が
浪
人
止
宿
の
赦
免
を
乞

う
た
め
「
横
浜
御
番
所
附
御
役
人
」（「
山
一
番
御
見
張
役
所
」）
に
提
出
し
た

歎
願
書
の
控
え
で
あ
る
。

　

本
史
料
に
よ
る
と
、
四
月
二
六
日
夜
に
浪
士
の
よ
う
な
風
貌
を
し
た
三
人
が

男
二
人
（
一
四
歳
と
一
一
歳
位
）、
女
二
人
を
連
れ
て
来
村
し
、
宿
泊
を
求
め

た
と
い
う
。
折
悪
し
く
名
主
平
左
衛
門
は
外
出
中
で
あ
り
、
留
守
を
預
か
っ
て

い
た
「
家
内
」
は
、
足
を
患
っ
て
い
る
者
が
い
る
な
ど
と
告
げ
ら
れ
て
不
憫
に

思
い
、
村
の
地
蔵
堂
に
宿
泊
さ
せ
て
し
ま
う
。
平
左
衛
門
が
こ
の
経
緯
を
知
っ

た
の
は
翌
二
七
日
の
帰
宅
時
で
あ
っ
た
。
至
急
、
役
人
に
報
告
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
海
岸
の
取
締
の
た
め
に
廻
村
し
て
き
た
「
御
番
所
附
御
役
人
」

（
神
奈
川
奉
行
所
定
廻
り
か
）
の
耳
に
入
り
、
村
役
人
が
取
り
調
べ
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
村
役
人
は
二
九
日
早
朝
に
止
宿
の
七
人
を
追
い
払
っ
た
と
上

申
し
、
赦
免
を
歎
願
し
た
の
で
あ
っ
た
。
村
々
は
海
岸
の
取
締
を
命
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
必
ず
し
も
厳
守
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

【
史
料
７
】
天
狗
党
の
乱
と
漁
船
徴
発
（
元
治
元
年
九
月
）

今
般
常
陸
辺
海
岸
地
集
罷
在
候
浪
堂（

党
）共

為
追
討
、
朝
陽
丸
御
船
当
月
七
日
品
川

出
帆
、
房
州
小
湊
ゟ
下
総
東
海
岸
通
り
常
州
那
珂
湊
辺
迄
相
廻
ニ
附
而
者
、
其

辺
碇
泊
り
中
艀
船
等
入
用
之
節
、
御
船
に
て
螺
貝
吹
立
候
筈
ニ
付
、
承
り
次
第

所
有
合
之
漁
船
等
兼
而
手
当
い
た
し
置
、
朝
陽
丸
御
船
江
罷
出
可
請
差
図
者
也

子（
元
治
元
年
）

九
月
十
一
日

上（
勘
定
奉
行
小
栗
忠
順
）

　

野　
　

甲（
同
駒
井
朝
温
）

　

斐　
　

出（
同
松
平
康
正
）

　

雲　
　

肥（
同
根
岸
衛
奮
）

　

前　
　

対（
同
松
平
正
之
）

　

馬

武
州
品
川
ゟ
安
房
国
小
湊
ゟ
上
総
・
下
総
東
海
岸
通
り
常
州
那
珂
辺
迄
御
料
私

領
寺
社
領
海
岸
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　

主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組　

頭

追
而
此
触
書
披
見
之
上
村
々
請
書
相
添
早
々
相
廻
し
留
り
村
ゟ
宿
村
送
り
以
御
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代
官
木
村
董
平
江
戸
役
所
江
可
相
返
候
、
以
上

子
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

酉
中
刻
相
廻
り
申
候
、
以
上

（「
御
用
廻
状
留
」
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
浜
田
家
文
書　

一
六
九　

竪
帳
）

［
解
説
７
］

　

勘
定
奉
行
小
栗
忠
順
ら
五
名
が
品
川
か
ら
那
珂
湊
（
現
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
）
ま
で
の
沿
岸
村
々
に
出
し
た
廻
状
を
写
し
取
っ
た
も
の
。
本
史
料
が
伝
来

し
た
浜
田
家
は
森
公
田
村
の
村
役
人
を
務
め
た
家
で
あ
る
。

　

藤
田
小
四
郎
（
水
戸
藩
士
藤
田
東
湖
の
子
）
を
中
心
と
す
る
急
進
的
な
尊
王

攘
夷
派
は
横
浜
鎖
港
を
実
現
す
る
べ
く
筑
波
山
で
挙
兵
し
、
各
地
で
争
乱
を
引

き
起
こ
し
た
（
天
狗
党
の
乱
）。
幕
府
は
諸
藩
に
出
兵
を
命
じ
、
九
月
に
は
那

珂
湊
に
集
結
し
た
天
狗
党
を
攻
撃
し
た
（
那
珂
湊
戦
争
）。
敗
北
し
た
天
狗
党

は
武
田
耕
雲
斎
を
主
将
と
し
て
禁
裏
守
衛
総
督
一
橋
慶
喜
を
頼
り
、
尊
王
攘
夷

の
意
志
を
訴
え
る
た
め
京
都
に
向
か
っ
た
が
、
そ
の
途
次
、
降
伏
し
、
武
田
・

藤
田
ら
多
く
が
斬
首
と
な
っ
た
。

　

那
珂
湊
戦
争
に
際
し
て
は
幕
府
蒸
気
船
朝
陽
丸
が
派
遣
さ
れ
た
。
本
史
料
で

は
朝
陽
丸
が
沿
岸
に
停
泊
し
た
際
、
法
螺
貝
を
合
図
に
漁
船
な
ど
を
艀
用
に
動

員
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
宛
先
は
品
川
か
ら
那
珂
湊
ま
で
の
海
岸
村
々

で
あ
る
が
、
森
公
田
村
の
「
御
用
廻
状
留
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
同
村
ま
で
触
が
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
横
浜
開
港
場
周
辺
の

沿
岸
村
々
は
浪
士
の
取
締
に
加
え
、
軍
事
面
の
輸
送
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

【
参
考
】
オ
ラ
ン
ダ
人
殺
害
事
件
へ
の
対
応
（
安
政
七
年
二
月
）

　
　
　
　

差
上
申
明
細
書
上
之
事

一
当
月
五
日
之
夜
横
浜
町
ニ
お
ゐ
て
異
人
異
変
有
之
候
ニ
付
、
其
時
　々

御
役

人
衆
中
様
方
村
々
江
御
出
役
被
遊
、
情（

精
）々

固
メ
并
可
相
尋
趣
被　

仰
附
候
ニ

付
、
早
々
村
役
人
共
罷
出
、
其
夜
村
中
并
寺
院
宮
地
等
相
尋
候
、
人
足
此
度

明
細
ニ
可
書
出
旨
被　

仰
出
候
ニ
付
左
ニ

（
清
五
郎
等
五
六
名
略
）

　
　
　

〆
五
拾
六
人

右
之
通
り
夜
中
人
足
計
り
取
調
書
上
ヶ
申
候
処
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
尤
明

朝
ニ
相
成
候
而
者
村
中
罷
出
山
林
等
迄
相
尋
申
候
、
此
段
前
以
御
訴
申
上
置
候
、

以
上

　
　

安
政
七
申
年

　
　
　
　
　

二
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
良
岐
郡
磯
子
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　
　
　

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
頭
用
ニ
付
無
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦 

右 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
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利 

左 

衛 

門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯 

右 

衛 

門
印

右
者
安
政
七
庚
申
年
二
月
五
日
之
夜
横
浜
町
ニ
お
ゐ
て
阿
蘭
陀
船
主
弐
人
切
殺

さ
れ
候
ニ
付
、
其
節
右
御
懸
り
役
人
中
村
々
江
立
越
怪
体
之
者
且
又
村
々
ニ
止

宿
い
た
し
居
候
者
取
調
可
仕
趣
被　

仰
渡
候
ニ
付
、
村
中
罷
出
相
尋
并
ニ
暁
火

ヲ
た
き
相
固
メ
申
候
ニ
付
、
此
節
其
人
足
可
書
出
趣
之
廻
状
着
仕
候
ニ
付
、
右

之
通
り
横
浜
会
所
江
書
上
ヶ
申
候
、
尤
其
余夜

御
出
役
被
遊
候
役
人
中
左
ニ

　
　
　
　
　
　

五
日
之
夜　
　
　

藤　

戸　

東　

吾
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉  

岡  
常  
太  

郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田  

沢  

伊  
三  
郎
様

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

高  

木  

半  

三  
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎 

藤 

金 

左 

衛 

門
様

　
　
　
　
　
　

六
日
之
朝　
　
　

宇　

貝　

弥　

市
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠  

崎  

久  

四  

郎
様

（「
御
用
人
足
明
細
書
上
帳
」
横
浜
開
港
資
料
館
寄
託
堤
真
和
家
文
書　

第
一

　

回
調
査
五
九
七　

竪
帳
）

［
解
説
］

　

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
五
日
の
オ
ラ
ン
ダ
人
殺
害
事
件
を
受
け
て
神

奈
川
奉
行
所
役
人
（「
御
役
人
衆
中
」）
は
事
件
直
後
に
武
蔵
国
久
良
岐
郡
磯
子

村
に
出
張
し
、
不
審
者
や
宿
泊
者
を
取
り
調
べ
る
よ
う
命
じ
た
。
磯
子
村
で
は

村
民
五
六
人
を
人
足
と
し
て
動
員
し
、
五
日
夜
か
ら
六
日
朝
に
か
け
て
篝
火
を

焚
き
、
山
林
や
寺
社
地
を
含
め
て
村
内
を
隈
な
く
探
索
し
た
。

　

本
史
料
は
神
川
奉
行
所
か
ら
の
廻
状
を
受
け
、
探
索
に
当
た
っ
た
人
足
の
名

前
を
書
き
上
げ
、
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
磯
子
村
に
出
張
し
た
神
奈
川
奉
行

所
役
人
の
名
前
に
つ
い
て
も
五
日
の
五
名
分
、
六
日
の
二
名
分
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
斎
藤
金
左
衛
門
は
市
中
定
廻
り
同
心
、
篠
﨑
久
四
郎
は
居
留
地

掛
定
役
を
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
一
二
月
段
階
で
務
め
て
い
た
こ
と
が
判
明

す
る
（「
黄
金
花
」
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
五
味
文
庫
三
―
二
）。

　

本
史
料
で
は
磯
子
村
に
海
岸
の
取
締
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き

な
い
。
史
料
１
・２
を
み
て
も
、
海
岸
の
取
締
が
村
々
に
命
じ
ら
れ
た
の
は
安

政
七
年
三
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
三
月
三
日
に
起
こ
っ
た
桜
田
門
外

の
変
が
海
岸
の
取
締
の
画
期
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　

横
浜
市
編
『
横
浜
市
史
』
第
二
巻
第
三
章
第
二
節
「
外
国
人
殺
傷
の
頻
発
と

警
備
体
制
の
強
化
」（
横
浜
市
、
一
九
五
九
年
）。

（
2
）　

江
戸
の
外
国
人
殺
傷
事
件
と
そ
の
取
締
に
つ
い
て
は
、
吉
﨑
雅
規
『
幕
末
江

戸
と
外
国
人
』（
同
成
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
・
幕
末
外
国
関
係
文
書
之

二
十
八
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
九
九
号
「
英
国
総
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ

ク
書
翰
」、
二
〇
六
頁
。

（
4
）　

ヘ
ボ
ン
著
、
岡
部
一
興
編
、
高
谷
道
男
・
有
地
美
子
訳
『
ヘ
ボ
ン
在
日
書
簡

全
集
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
一
〇
頁
。

（
5
）　

小
松
修
「
幕
末
横
浜
在
留
外
国
人
遊
歩
地
と
見
張
番
屋
」（『
史
叢
』
三
一

号
、
一
九
八
三
年
）、
同
「
幕
末
期
横
浜
周
辺
の
取
締
り
に
つ
い
て
」（
村
上
直
編

『
論
集
関
東
近
世
史
の
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
）、
同
「
幕
末
期
多
摩
川

流
域
の
取
締
に
つ
い
て
」（『
郷
土
神
奈
川
』
一
七
号
、
一
九
八
五
年
）、
横
山
伊

徳
「
横
浜
十
里
四
方
遊
歩
問
題
と
改
革
組
合
村
」（『
日
本
近
世
史
論
叢
』
下
巻
、
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吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）、
森
安
彦
「
文
政
改
革
と
関
東
農
村
―
幕
末
期
の

対
外
危
機
と
組
合
村
の
武
装
編
成
―
」（
村
上
直
編
『
論
集
関
東
近
世
史
の
研
究
』

名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
）、
岩
橋
清
美
「
横
浜
遊
歩
地
域
に
お
け
る
見
張
番
屋

と
組
合
村
」（『
法
政
史
論
』
一
七
号
、
一
九
九
〇
年
、
の
ち
村
上
直
編
『
近
世

社
会
の
支
配
と
村
落
』
文
献
出
版
、
一
九
九
二
年
所
収
）、
牛
米
努
「
幕
末
期
の

関
東
取
締
出
役
」（
関
東
取
締
出
役
研
究
会
編
『
関
東
取
締
出
役
』
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）、
中
根
賢
「
幕
末
期
の
寄
場
組
合
大
惣
代
の
探
索
と
事
件
対
応
―

東
海
道
保
土
ヶ
谷
宿
高
橋
勘
右
衛
門
の
事
例
を
も
と
に
―
」（
小
田
原
近
世
史
研

究
会
編
『
近
世
地
域
史
研
究
の
模
索
―
「
つ
な
が
り
」
の
視
点
か
ら
―
』
岩
田
書

院
、
二
〇
二
二
年
）。

（
6
）　

西
川
武
臣
「
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
横
浜
の
治
安
と
警
備
」（
横
浜
開
港
資

料
館
・
横
浜
近
世
史
研
究
会
編
『
幕
末
維
新
期
の
治
安
と
情
報
』
大
河
書
房
、

二
〇
〇
三
年
）。

（
7
）　

万
延
・
文
久
期
に
お
け
る
尊
攘
派
浪
士
の
横
浜
襲
撃
問
題
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
は
拙
稿
（「
万
延
・
文
久
期
に
お
け
る
浪
士
の
横
浜
襲
撃
問
題
と
沿
岸

取
締
体
制
」
明
治
維
新
史
学
会
編
『
予
期
せ
ぬ
変
動
と
明
治
維
新
』
有
志
舎
、

二
〇
二
五
年
）
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
が
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き

た
史
料
の
記
載
は
行
論
上
必
要
な
一
部
で
あ
り
、
他
に
も
参
照
す
る
べ
き
史
料
は

残
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

横
浜
開
港
資
料
館
編
『
堤
磯
右
衛
門　

幕
末
維
新
「
懐
中
覚
」』（
財
団
法
人

横
浜
開
港
資
料
普
及
協
会
、
一
九
八
八
年
）
に
も
海
岸
取
締
関
係
の
史
料
が
収
載

さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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１
－
０
０
２
１　

横
浜
市
中
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日
本
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通
３	
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〇
四
五
（
二
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一
）
二
一
〇
〇

発 

行	
�

公
益
財
団
法
人	

横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団


